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衛星データを利用した陸面水循環シミュ レー
シ ョン とその 影響評価

＊可知美佐子・藤井秀幸・村上浩（宇宙航空研究開発機構・地球観測研究セ ン タ
ー
）、 沖大幹（東京大学・生産技術研究所）

L 　 はじめに

JAXA／EORC にお い て 、 東京大学生産技術研究所

にお い て開発 ・運 用 され て い る、気 象庁数値予報デ
ー

タ （GPV ）を入 力とする陸面 モ デル および河道網 モ

デル から構成される陸面水循環シ ミュ レーシ ョ ン ・シ ス

テム Today
’
sEarth （Yoshimura　et　a7．，2008）を移植し、

衛星デー
タセ ッ トを初期値入力やデータ同化 に用 い

る研究を進 めて い る（2009 年度春季大会 P331 ）。

　今回 、 衛星 デ
ー

タとして 、Global　 Sate！！ite　 Mapping

for　Precipitation（GSMaP ）プ ロ ジ ェ クトによる降水 量

（Aonashiθごa7．，2009；Ushio　et　a！，2009）や、　MODIS

お よび SeaWiFS に よる地表 面 日射 量 （Frouin　 and

Murakami
，
2007 ）を、外力として利用 可能 とな るように

改良した。本稿では、2003〜2004 年の 処理結果 と地

上観測との 比 較を報告する 。

2．陸面 水循環シ ミュ レ
ー

シ ョン ・シ ス テ ム に つ い て

　Today
’
s　 Earth で利 用され て い る陸面 モ デ ル は 、

CCSR／NIES　AGCM5 ．6 用 の 陸面パ ラメタリゼー
シ ョン

（MATSIRO ）で あり、河道網 モ デル は T 。tal　 Runoff

IDtegrating　Pathways（TRIP）Ver．1を利用して い る。

　オリジナル の 東大版で 入 力 に使用 して い る GPV デ
ー

タは 、2007 年 11月以 前 の データ に は 雲量デ ータ が

含まれ てい ない ため、過 去処理 を行 う上 で難 点 がある。

他方 、最近の期 間を処理する揚合には、地上観測デ
ータの 大部分が利用できなくなるため、EORC では 、

気象庁長期再解析 （JRA−25）デー
タ、お よび 、そ の リ

ア ル タ イム 運 用版で ある気象庁気候データ 同化 シ ス

テ ム （JCDAS）プロ ダク1・を利用 した 。

　また 、 forcingデ ータを他 の デ ータ（衛 星降水量や

日射量など）に 差し替えた試験を行 えるよう、シ ス テ ム

を改修した 。

3．衛星データによる forcingの 差し替え実験

　コ ン トロ
ー

ル 実験で は、す べ て の forcingデータを

JRA25 デ ー
タ か ら作 成 した （JRA−CTL ）。 さらに 、

forcingデー
タの 差し替 え実験 として 、降水量 の み を

GSMaP 降水量 に差し替えた 実験 （JRA−PG ）と、 日射

量 の み を MODIS ／SeaWiFS 日射量 に差し替えた実験

（JRA−SR）の 2 種類を実施した。それぞれの影響を見

るた め に 、個別 に差し替え実験を行 っ てい る。図 1 は、

2003年 4 月 の 1 ヶ月平均 の 、JRA−SR 実験の forcing

日射量 の 差で ある。
一

部を除き、ほ とん ど の 陸上 で は、

MODIS 日射量 は、モ デル の 日射量より過 小推定 とな

っ て い る。

4．結果と地上観測との比 較

　これ らの 実験 の 出力結果に つ い て 、観測データに

よる検証 ・評価を行 っ た。 図 2 は 、 Global　Summary 　of

the　Day （GSOD ）による積雪深デー
タと、AMSR −E によ

る積雪 深 （左 上 ）、 JRA−CTL （右上 ）、 JRA−PG （左 下）、

JRA−SR （右 下）の 各実験出力 を、散布図と統 計値 で

示 して い る。JRA25 −CTL とJRA−SR は、地上観測と比

較す る と良い 結果を示 して い るが 、日射量を差し替え

た JRA−SR の結果だけが、春先 の 融雪期 に積雪を過

大推定する傾向がある（図省略〉。 2〜4 月に、とくに地

表面が積雪や氷河の地域にお い て MOD ［S 日射量 が

顕 著に低 下して い るとい う解析結果もあり（Hagin。ya

et 　al
，
2009）、今回 の 結果も 、 融雪期 に衛星 日射量 が

過小 推定したために、融雪が進まなか っ たことが原 因

ではない か と考えられ る。

　こ の ほか、潜熱や土壌水分量 、河川流量等 の 地上

観測デー
タとの 比 較結果 につ い ても紹介する 。
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図 1JRA −SR とJRA−CTL の 日射量 差（2003年 4 月平均〉
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図 2 地 上 観測の 目積雪深 （横軸）との 比 較。モ デル 出 力
は、密度 を 0．3g／cm3 と仮定 して、積雪深に 変換。
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